
 

 

 

 

 

令和７年９月１８日（木）に第２１回里山辺地区「福祉を語るつどい」が開催されまし

た。東部地域包括支援センターと地区生活支援員の講演で松本市認知症サポーター養

成講座として約７０名の参加者が認知症について学びました。 

里山辺公民館大会議室で行われた「福祉を語るつどい」 

【里山辺地区での活動】 
いきいき百歳体操・・・週１回の筋力体操

で、地区内に13か所のサークルがありま

す。町会・地区公民館が通いの場となって

います。 

青空サロン 「さとカフェ」・・・誰でも気軽に集

える場です。散歩途中の休憩や、おしゃべ

りなど交流の場となっていて、美味しいコ

ーヒーとお菓子を無料で提供しています。 

開催は不定期。町会・地区回覧でお知らせ

しています。 

できないことは皆が助けてくれる。介護保険を使

うようになったから地域の支えは終わりではなく、

引き続き活動に参加して交流できます。 
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第２１回 里山辺地区 「福祉を語るつどい」を開催しました 

「認知症を知り支え合う地域へ」 
～松本市認知症サポーター養成講座～   

 

【認知症に関するお問い合わせ】 

東部地域包括支援センター  

電話 36-3703（うつくしの里内） 

里山辺地区担当：勝山・倉島 

 

【認知症サポーターとは】 
認知症について正しく理解し、偏見

を持たず、認知症の人や家族に対し

て「温かい目で見守る応援者」です。 

 

『福祉を語るつどい』 
参加者のアンケートから 

・一人で抱えないことが重要なポイント。 

・認知症になってもやれること、自分の思

いを知ってもらうことは大切だと思った。 

・１,０００万人を支えていく社会は実現可

能なのでしょうか。 
 

他にもたくさんの感想をいただきました。
ありがとうございました。 

【認知症の方の数】 
令和４年度 

認知症高齢者約４４３万人     

軽度認知症（МCＩ）約５５９万人 

合わせて１,０００万人以上  

高齢者の約３．６人に１人   



 

 

 

 

 

参加いただいた方には

レシピ集を差しあげて
います。 

ポリ袋クッキングの参加者を募集しています 

生活支援員 
さとちゃん 

 『松本でも災害は、いつ起こるかわからない！』有志グループ「寄りましょ」は、ポリ袋ク

ッキングを知ってもらおうと令和６年から活動をしています。『ポリ袋クッキングをやって

みたい！』という地区の皆さんを募集しています。個人、グループ等、調理実習を希望する

方は地区生活支援員まで連絡ください。 

・ボランティア部会 

・町会連合会 

・民生児童委員協議会 

・子ども食堂 

・いきいき百歳体操有志 

・町会サロン 

・地区住民の方など 

 

ポリ袋クッキングに参加
いただきました。 
簡単に作れて美味しい！ 

やってみると楽しい！ 
普段から作れる！と 
好評でした。 

【お問い合わせ】 

里山辺地区地域づくりセンター 

電話：32-1077 

 直通電話：070-8684-8035 

  地区生活支援員 野澤好子 


